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第七次福井市総合計画審議会 専門部会 第２部会（第２回） 

■日  時：平成 27 年７月 31 日（金）13:30～15:30 

 

■場  所：福井市役所 第２別館２階 22（Ｂ）会議室 

 

■出 席 者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

 

１．開会 

司  会 

ただいまから福井市総合計画審議会の専門部会、本日は第２部会を開催させていただき

ます。委員の皆さまにおかれましては、大変お忙しいところをご出席いただきましてあり

がとうございます。本日は豊田委員さんより若干遅れるというご連絡を頂いておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

それでは、早速でございますけれども審議の方に移りたいと思います。田村部会長、よ

ろしくお願いします。 

田村部会長 

皆さま、こんにちは。暑い中ありがとうございます。それでは早速審議に入りたいと思

います。まず前回の審議内容の確認と配布資料につきまして、事務局より説明をお願いし

たいと思います。 

事務局（山田総合政策室長） 

若干私の方からご説明をさせていただきます。よろしくお願いします。座って説明させ

ていただきます。 

お手元の資料、前回どういう議論をされたかという要旨を作らせていただいています。

前回は政策の５と６というところを中心にご議論いただいたと思います。このあたりにつ

いて、女性の活躍という部分でまだまだ福井は弱いのではないかという話とか、自治会の

活動の場があまりなくて公民館との連携ができないとか、そういう話を政策５のところで

主にしていだたいたかなと思います。 

環境の政策６のところにつきましては、いろいろご議論いただいたんですけれど、特に

自転車の話で結構盛り上がったかなと思っています。自転車というのは、いろいろな他の

インフラのところや、都市基盤の方でも出てくるわけで、ここでも扱いを今後は考えなけ

ればいけないですけど、そういう自転車の本当の活用というところが重要ではないかとい

うことをご議論いただきました。 

全体を通してですけれども、この総合計画はもう少しリアリティのあるものがいいので

はないか、もう少し具体性があった方がいいのではないかというところですとか、選択と

集中ではないですけれども、どんとやらないといけないところをちゃんと強調すべきでは

ないかと、そういうお話を頂いたところです。 

それは他の部会でも言われていますので、その辺のところをどうしていくかというのを

今後もう１度整理したい。９月に入りますと、全体の部会の部会長、副部会長に集まって
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いただいて、総合計画の全体構成をどのようにしていくのかをご議論いただくことになっ

ていますので、そういうところで、もう少しリアリティのある話に持っていきたいと思っ

ています。いろいろこちらも提案させていただきたいと思っています。 

政策７、８の議論がまだかと思いますので、今日はそのあたりをご議論いただきたいと

思っております。今回資料を新たに作りました。うちの素案なんですけど、素案の一番右

側の参考というところです。これまでは施策の方向性と書いてあって、具体的な事業名が

入っていなかったかと思いますけれども、今、基本的に六次総合計画の実施計画の中で、

政策、施策を踏まえてどういう具体的な事業が動いているのかというのを書き足しました。

参考にしながら、ご議論してもらった方がご議論しやすいのかなと思います。例えば今、

政策７から始まるところは、こちらの方を見て議論していただきたいなと思っております。 

資料に赤字で書いてあるところが新たに追加したところで、参考にしていただきたいと

いうことです。その他の部分は一番最初に審議会でお見せした、あるいは部会でお見せし

た資料でございます。これを踏まえてご議論いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

２．審議 

  基本目標２「みんなでつくる住みよいまち」について 

【資料】・第七次福井市総合計画（案） 

田村部会長 

どうもありがとうございました。１枚目と２枚目は前回のときに議論していただきまし

たので、後で時間がありましたら振り返りたいと思いますが、皆さんの意見も集約してこ

の中に入れていただいているということになっているはずですので、ちょっと留め置きま

して、３枚目の政策７と８を重点的に議論していきたいなと思っております。 

室長さんから話がありましたように、参考のところの赤字で書いてあるのが、今の六次

計画の中で進行している事業であるということが明記されています。それを踏まえて、こ

れが第七次の施策ということになりますので、この中で皆さんから意見の交換をしていた

だきたいと思っております。 

まず 7 は、「すべての市民が健康で生きがいをもち安心して暮らせるまちをつくる」と

いう施策でございまして、その中に 23、24、25、26、27が明記されております。まず「子

どもが健やかに生まれ育つ環境をつくる」という、このところで何かご意見がございまし

たらお願いしたいと思っております。この部分に関して第六次は赤字で書いてある事業を

やっています。 

まず 23のところで、「結婚や子を持つことへの意欲の向上」に対して、六次計画の中で

は「少子化・子育て支援意識啓発事業」というものも持っている、「地域子育て環境づく

り推進事業」というものを実践しているというところなんですが。こういうものを記載し

てありますので、それを踏まえてご意見がございましたら。 

下畑委員 

下畑でございます。よろしくお願いします。 

これは「子どもが健やかに生まれ育つ環境」というもので、地域と連携しながら安心し

て子どもを産み育てるということも強調していますが、六次でやっていた「地域子育て環

境づくり推進事業」、これは 48公民館でずっとやっていると思うんですけれども。私はど

んな活動をしているか認識がないんですが、この活動と成果はどんなふうに感じているの
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かお伺いしたいんですけど。 

田村部会長 

担当の方で何かおわかりですか。 

事務局（石川市民生活部次長） 

第六次としての説明でいいですか。 

下畑委員 

これは５年間そうしてやろうとしているんですよね。 

事務局（石川市民生活部次長） 

市民生活部の石川です。よろしくお願いします。 

ただいまの「少子化・子育て」あるいは「地域子育て環境づくり推進事業」ということ

でございますけれども。１つは現在もやっています婚活イベントです。それから地域連携

でいいますと、市民との共同の部分で活動を行って、「地域子育て環境づくり推進事業」

ですね。 

地域子育て支援委員会というものを設置しておりまして、住民自身が地区の実情に応じ

た子育て支援というものを企画立案、実施しているという内容になっております。委員会

は一光地区を除きまして 48地区で行っております。そういったかたちで、各地区で委員

さんを委嘱しまして活動をしていただいているところに補助金を交付している内容です。 

下畑委員 

補助金も交付してやっている。市は本当に子育て支援を熱心にやっているので、子ども

の幸福度ナンバーワンの福井県というお墨付きが付いています。非常にいいと思います。

私はずっと地域の公民館に入っていますが、地域と連携、子育て環境づくり委員の人達が、

地域で子育てで整備しているところはあまり見かけません。具体的にこのような婚活事業

はしているのでしょうか。そういうのはきちんと報告されて、成果は全部ピックアップさ

れているんですか。把握されていますか。これをこれからも続けていこうって思っていら

っしゃるのかをお聞きしたいです。 

事務局（石川市民生活部次長） 

当然、把握をしてございます。婚活事業の方は、今３つの地域で婚活事業をしようとい

うことです。その地域の祭りといっては何ですが、そういったもの、例えば万灯夜とかお

つくねとかそういったものに合わせて、婚活事業を展開していったりしています。 

田村部会長 

下畑さん、よろしいですか。 

下畑委員 

いいです。担当者にまた詳しく聞きます。これが大きな活動になるなら進めていただか

ないといけないですし。どんな方が、何人ぐらいの方が委嘱されて、どういうふうに活動

しているのかということは、これから地域と連携ということであれば、非常に気になると

ころだと思います。委員長、また今度で結構です。 

田村部会長 

他に施策 23番のところで気になることはございませんでしょうか。六次総合計画では

このようにやっている、でも七次にしていくときにもこれを続けるかどうかというのは、
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これからまたいろいろと検討していくということで、継続してやっていきたいということ

で理解してもらってよろしいのですか。 

事務局（石川市民生活部次長） 

継続してやっていきたいと、そのように考えております。 

平副部会長 

１つよろしいですか。「子どもが健やかに生まれ育つ環境をつくる」ということで、具

体的な施策の４番目に「児童の健全育成」、具体的な事業として「放課後児童会」と「児

童クラブ運営事業」ということで載っています。 

六次計画を見ますと、「児童の健全育成・安心して子育てができる環境づくりを進める

ため、留守家庭の児童が安心して過ごせる場を提供することで保護者の子育てと仕事の両

立を支援します」ということで、まさに留守家庭児童を対象にした取り組みになっていま

す。児童の健全育成ということであれば、留守家庭ということに関わらず児童を対象とし

た取り組みということで、広く施策を位置づけていただいた方がいいのではないかと思い

ます。 

特に福井の場合、29館のうち 28館、私ども社会福祉協議会で指定管理を受けて児童館

の運営をしています。児童館は、０歳から 18歳までの児童の健全育成の場、子どもの育

成の場、発達の場ということで位置づけされているので、そういった部分をもう少し強く

押し出していただいてもいいのかなと思います。 

せっかく拠点があって、そこで留守家庭児童だけではなく一般の児童が遊びに来て、楽

しく過ごしている。また、木曜の午前には乳幼児の親子が集える場ということで位置づけ

ておりますので、その辺をもうちょっと強調したかたちで七次計画があってもいいのかな

って思うのですが、どうでしょうか。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

福祉保健部次長の有田でございます。座って説明させていただきます。 

平委員の方からお話がありましたように、現在市内 29の児童館がございまして、社協

さんのお力添えをいただきまして運営を行っているところです。ご指摘がありましたよう

に、現在の主立った活動としましては、放課後留守家庭のお子さまの遊びの場、安全な居

場所の場づくりに重点を置きまして、またそれぞれ各ご家庭のお父さん、お母さんの方か

らもそういうニーズがたくさんございますので、そういう活動を主にやらせていただいて

おります。 

もっと幅広くというご指摘もございます。確かに、そういう限られたお子さまのための

施設というわけではないわけでして、誰でも自由に出入りができる遊びの場の提供という

位置づけもあります。現在、児童館だけでは放課後留守家庭のお子さま達の居場所のキャ

パシティーが間に合いません。大きな国の方針もありまして、学校でのいわゆる出入りを

した場合、その間事故や変な人にまとわれたりすることもありますので、お子さんの安全

性も考え、学校でそういう拠点がつくれるのであれば学校でという方針もあります。 

今はその過渡期にありまして、なかなか施策も流動的なのですが、なるべくお子さまの

安全を考え、児童館の在り方も考えながら、留守家庭のお子さま、そうでないお子さまも

放課後でも学校で過ごせるよう、もちろん児童館の活用も考えながら見通していきたいと

考えております。 
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田村部会長 

今の意見で、何か委員さんの方でありますか。 

下畑委員 

これは私もこの前質問しましたが、留守家庭の子どもだけではなくて、一般の家庭の子

どもさんでも放課後の安全という希望が多いので、放課後子ども教室と子ども児童クラブ

の一体化と、放課後子ども教室の拡充というのを国でも今整備いたしますので、市もその

計画をやりますので、今おっしゃったことはよくわかる話だと思います。今これから進め

ていく話だと思います。 

事務局（山田総合政策室長） 

言われるように、そういう整備をしていますので、よろしくお願いします。 

眞弓委員 

政策と施策の最後の行の「子どもの健やかな成長を支援します」というこの言葉は、ど

なたもご賛成だと思います。その前の「教育・保育の質を向上させ」という言葉が何とな

くしっくりこないんです。教育の質の向上については、社会人になったときに問題を自分

で解決できる能力を持てるようにと大学ではいわれていますが、それは実は小学校レベル

から積み上げていかないといけないという話になっています。 

そんな中で「教育の質の向上が、子どもの健やかな成長を支援します」というのは、私

の感覚ではちょっと違う気がします。しかもその施策の実際の取り組みが、保育園の支援

や入園支援などという話になっているので、ちょっと違うんじゃないかと思います。言葉

を少し考えていただいた方がいいかもしれません。 

田村部会長 

眞弓委員から、教育・保育の質を向上させると言いながら、教育の環境整備、運営支援

などが入っているので、このことはちょっと違うのではないかと。意味合いとして、次の

「子どもの健やかな成長」につながらないのではないかというご意見です。委員の皆さん

の中でそう思うとか、それはここに載せた方がいいというご意見がございましたらお願い

します。 

眞弓委員 

教育・保育の質の向上を含め・・ぐらいなら、まだいいと思うのですが。 

田村部会長 

この辺のところをまたご検討くださいますようにお願いします。 

下畑委員 

確かにおっしゃるとおりだと思います。今、児童クラブでも問題になっているのは、児

童クラブをやる支援員の不足というのが１つ問題になっています。ですから、教育・保育

の質の向上を含めて環境整備の向上ということと、子どもさんの放課後を見守る方達の不

足、地域の方達のボランティア、これが非常にこれから大事になりますので、その辺のこ

とを入れた方がいいのかもしれません。 

田村部会長 

ありがとうございます。次の施策に移ってよろしいでしょうか。 

24 番目の「生涯にわたる健康づくりを支援する」は、「市民が安心して健康に暮らせる



第２部会（第２回） 

 

- 6 - 

よう、疾病の早期発見及び重症化予防、生活習慣改善への支援、地域の保健意識の向上、

医療保険制度の適正な運営を行い、生涯にわたる健康づくりを支援します。」ということ

でございます。「国民健康保険」と「疾病の予防と早期発見」、「子どもの健やかな成長の

支援」を掲げております。 

行政の方では、郵便や電話などいろいろな方法で健康診断を勧めて、予防に協力してほ

しいということを常々言っているようです。しかし、健康診断やがん検診などいろいろな

ことをやっていますが、その年齢になっても市民の方が思うように検査に来てくれないと

いうのを、どのようにして健康づくりを支援するのがいいか。こうすると皆さんが来るの

ではないかという意見ありましたら。 

予防することが一番医療費の減少につながっていいんですが、なかなか難しいのではな

いでしょうか。「国民健康保険の適正な運営」と書いてありますけど、国民健康保険はだ

んだん上がってきまして、大変かなという実情もあります。 

この施策に「子どもの健やかな成長の支援」というのが入っていますが、現在は妊婦さ

んの検査の事業をこのケアセンターで行っているということです。こういうところは無理

なくそのまますんなり七次に載せて。再三言わないと駄目なので、載せてよろしいですか。

これは妊婦さんとがん検診、がん検診の中には若い女性の分も入っているという理解でい

いですか。保健センターの方。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

がん検診でございますが、現在福井市で行っておりますのは胃がん、子宮頸がん、肺が

ん、乳がん、大腸がん、前立腺がんです。市民の方々を対象としましてこれらのがん検診

をしております。子宮頸がんとか乳がん検診は、当然 20歳以上の若い方もご希望いただ

けますと検診ができるようになっております。 

田村部会長 

委員の皆さん、ご理解いただけましたでしょうか。何か、若い人、ここで検診できると

いうことで（笑）。 

下畑委員 

これは 23番と 24番が絡みますが、今、国で子育て包括支援センターを設置しようとい

うことで、モデル事業をやっております。たぶん来年度ぐらいから順次整備で。他の市を

見ますと、ワンストップという意味でも保健センターの保健医に相談もするし、そういっ

た健やかな成長を支援するということも含まれてくるんですけれども。23番、24番の両

方に絡む、そういった事業も今後５年間の事業の中では、子育て包括支援センター、子ど

もの少子化対策と健康づくりという意味で、取り組む事業の中に入れてほしいと思います。

その辺どうですか。何か検討されていますか。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

下畑委員さんがご指摘のように、国の方では高齢者対策では地域包括というものがござ

いますが、その子ども版、親子版ですね、子育て包括支援センターというものをモデル事

業として推し進めております。地方でも国の動き、モデル事業の動きを注視して見ており

まして、近い将来それは取り入れる、今ある社会資源の中でそれを取り込んでまとめてい

くということが必要になると思います。それは想定の中に入っております。 

下畑委員 

わかりました。ぜひ入れておいていただければと思います。 
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田村部会長 

そうすると、高齢者の 27番の「高齢者がいきいきと安心して暮らせる環境をつくる」

という、この地域包括支援センターの事業ともまた絡んでくるということですか。 

下畑委員 

違うんです。子どもは子ども版、高齢者は高齢者版で別でやっているという。その中心

が保健センターになるのか別のところであるかは別としても、保健師さんが必要ですので。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

高齢者それから介護が必要な要支援者にケアをいたします地域包括支援センターとは、

取り組む内容とか対象は違ってまいりますが、考え方はよく似ています。子育てをされる

お父さん、お母さんそれから子どもさん方が、できれば１つのエリアの中で遊び、居場所

づくり、検診それから子育て相談、そういうものが拠点の中でできるようにということで

す。 

拠点の場所とかスタッフ、お話がありましたように保健士さんや保育士の有資格者であ

りますとか、地域のボランティアの方、子育て経験の豊富ないわゆるおばあちゃんである

とか、そういう方々のご支援を得まして、地域でお子さまを大切にしていこうという国の

モデル政策がございます。そういったものを、今は関心を持って見ておりますので、また

ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

事務局（山田総合政策室長） 

その辺が七次の総合計画の５年間の中に入れられるかどうかというのは、結構大きい話

だと思います。そういうのを見据えながら何をやるか、それをやっていくと言えるのかと

いうのはちょっと検討の余地がありますね。ご指摘は受け取って考えたいと思います。 

田村部会長 

市民の方が、こちらは高齢者包括支援だ、こっちは子育て包括支援だといっても、どう

ですかね。門をたたくときにこの中でこうなってないと、こっちにあって、こっちにあっ

てというとちょっとわかりにくいかな。この中でどういう具合にするかというのを。 

事務局（山田総合政策室長） 

そうですね。地域包括ケアについてはもうすでに動いていますし、さらにそれを充実さ

せるという方向ですけど。もう１つの方は、言葉は似ていますけど中身は違うという話な

ので、紛らわしいのであればまた考えます。そこまで言えるかどうかもあると思います。 

田村部会長 

おわかりいただけましたでしょうか、委員の皆さん。 

それから次に施策の 25番と 26番に行きたいと思います。25は「生活困窮者の自立を

支援する」、26は「障がいのある人が地域で安心して生活できるよう支援する」というこ

とですが、これも第六次からずっと変わっていません。そういうことでいかがでしょうか。

何かご意見等あれば。 

それからさっき眞弓先生が言っていらしたみたいな、ちょっとここは違うのではないか

な、取り違えられるんじゃないかなということなどございましたら、お願いしたいと思い

ます。 

下畑委員 

自分の意見だけ先に言わせてもらいます。生活困窮者の自立に関しましては、生活保護
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しかなかったんですけれども、今は生活困窮者自立支援法ができました。この一文を入れ

るならば、生活保護に至る手前で生活困窮者の自立を支援するという言葉をぜひ入れてい

ただいて。 

それに関しては、相談に来る人だけではなくて、こちらからアプローチしてアウトリー

チをどんどん仕掛けていきますよと。困窮した人で、自分で相談に来る方はまだいいんで

すけれども、相談に来られない方もたくさんいらっしゃいますので、そうした隠れた人を

いかに地域と連携して探して自立していくかというのが、今回の困窮者自立支援法の大き

な柱だと思うんです。就労と家計相談の出口をしっかり戦略で持っていくという対策を、

この５年間でしっかりとつくっていただいて、生活保護が増えないように手前で救うと。

そして自立した人をつくっていくということを、しっかりとここでもうちょっと詳しくや

ってほしいと思います、強く。 

田村部会長 

そうですね。豊田委員など若い人から見て、生活保護などはまだぴんとこないかもしれ

ませんが。聞いてはいると思うんですけど。 

豊田委員 

私も下畑委員さんと同じように、自分から来られない方っていらっしゃると思うんです。

そういうのをニュースで見たことがあって。たぶん市役所の方もあんまり強く出られない

ところもあると思うので、難しいところだと思うんですけど。ちょっとオープンにという

か、来やすい雰囲気もあるといいかもしれないなと思います。 

田村部会長 

内藤委員はどうお考えですか。お思いですか、何か意見とか。こういうことに関して。 

内藤委員 

難しいことだとは思いますけど。まず市役所の方でも人材とかが足りないんじゃないか

なっていうのをよく聞くんですけど。その辺の事情を説明して、逆に市民にもわかっても

らうことをやっていった方が、お互いに歩み寄りみたいなことをしていった方がいいんじ

ゃないかなって思います。 

田村部会長 

まさにここは地域の力が必要かなと思うことがありますが。そうすると社会福祉協議会

や福祉委員や民生委員などが、ここで活躍というか。そういう人達が、今アパートに入っ

ている人などは見つけにくいんじゃないかと思いますので、その辺のところを。 

平副部会長 

生活困窮を、先駆的ということで厚労省の方でよくモデルとして発表されているんです

けど。下畑委員が言われたように、大阪の豊中市で、ＣＳＷ（コミュニティー・ソーシャ

ル・ワーカー）という職員が配置されていて、地域に悩み事相談という窓口があるんです。

そこへご本人さんが駆け込む、あるいは近所の人があの人困っているんじゃないかと駆け

込む。それで早期に発見する。これで問題があれば、ＣＳＷが専門職として相談に出向い

て、必要であれば役所とか関係機関が入ってくるという、そういったシステムが実際につ

くられています。 

福井の場合は窓口が市の中にあるだけで、地域の連携というのが次の段階になってくる

と思います。その部分を今後の５年間計画に、具体的に何か見つけていただければ非常に

いいのかなと思うんですけれども。 
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前回言いましたように、福井の場合は公民館が地域に 49拠点ありますので、そこの部

分との絡み、また地区社協や民生委員との絡みがうまくなれば、非常にいいのかなと思い

ます。理想論ばかりなんですけれども。 

田村部会長 

自治会もこうなってくると入ってないし、民生委員も１人住まいのアパートのところに

行けなくなってしまっているし、社協の人もなかなか出てこないと関わらないという。や

はり地域のおばさん、おじさんが見つけるみたいな、地域の活躍が。 

平副部会長 

見つけて、それを伝える場がどこかという。 

田村部会長 

言いつけに行くみたいで。そういう方面では老人会の方で、西川さん、どう思われます

か。 

西川委員 

今おっしゃったように、民生委員の活躍というか仕事の中、あるいは老人会でいえば家

庭相談員という方がおられるんですけれども。難しいな、これ。 

田村部会長 

生活困窮者と障がいがある人が地域で安心して暮らせるというのは、どういうことに関

して。つなげていきますと、家接さん、何かそういうことを思うことはありませんでしょ

うか。 

家接委員 

私は地域で社会福祉協議会ということでやっておりますが、本当に民生委員、福祉委員

がいろいろと活動している中で、そういう点はどうだったかというと、なかなか中身が深

いものですから、次に出てくる高齢者問題、どちらかというとこれが主になっているのが

大きいです。地域で見守るということに関して、その辺が非常に難しいかと。そこで地域

の社会福祉協議会、民生委員、福祉委員がもうちょっとその辺も見たらという話になると、

非常に厳しい面があるのではないかなと。 

田村部会長 

眞弓先生、こういうようなことで、みんなが平均してよければいいんですけど、いろい

ろな方がいらっしゃるので、住みよいまちにするにはという観点からいくと、いろいろな

ことで。 

眞弓委員 

先ほどから意見が出ているように、地域の力といいますか。これから生産年齢人口がど

んどん減っていく中で、国も市も町も全部貧乏になっていく、どんどん貧乏になっていく。

そういう中で何ができるかというときに、当然お金を使わずに動いてくれる人達をいかに

組織するかと。それを言うのは簡単なんですが、なかなか難しくて。実際にすごく頑張っ

ておられるのがいろいろな組織も含めてあると、逆にそういう人達が頑張っていると、そ

うじゃない人達はむしろ躊躇して行きにくくなっている面も一方であります。 

そこをどうやってうまくやっていくか、それに尽きると思うんです。私も、難しいです

ねと西川さんがおっしゃっていましたが、そういうふうに思います。ただ金はなくなりま

すから、どっちにしても自治体の。 
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田村部会長 

手の掛かることばかりで、お金がなくて、でも住みよくしていくにはみんなで考えてい

かなければいけないということなので、一番難しいですね。まず健康でいないといけない

と思うと。 

下畑委員 

もう１つ、27の「高齢者がいきいきと安心して暮らせる環境をつくる」というところ

で、「地域包括ケアの推進」と「高齢者の社会参加の促進」の２つが入っています。私は

今も不安ですが、これから高齢者が地域で暮らす中で一番心配しているのは、やはり認知

症の問題はこれから増えますよね。認知症を抱えているとか。 

ここには認知症という言葉が１つもなくて、第六次総合の中にも１つもなかったんです。

介護予防に中心を置くのか、認知症対策に中心を置くのか、その辺をしっかりと組みなが

ら重点的に進めていくという方向を、しっかりと第七次ではつくってほしいと思います。 

田村部会長 

はっきりとね。 

下畑委員 

そう、はっきりと。ここを中心にやりますよというのを。認知症などは認知症サポータ

ーの話や、地域の理解者というのが大事だと思いますけれども。その辺をどう考えている

のかをお伺いしたいなと。 

田村部会長 

そうですね。認知症という言葉は使ってもいいんですか、今は。 

下畑委員 

認知症という言葉を使えばいいと思います。認知症という言葉はどんどん出ていますの

で。認知症対策というのも出ていますから。市政も言ってますので、ここで明文化しても

何も問題ないと思います。 

田村部会長 

そういう具合にまた。出ていませんね。おおまかな介護予防とか生活支援という意味で。 

平副部会長 

言っていただいたのでちょっと戻りますが、先ほどの 24番の②「疾病の予防と早期発

見」の部分で、がん検診と健康教育なんですが。そこにまさしく今の認知症の早期発見と

いうことで、もの忘れ検診というのを市で新たに始められると。今年からですか、始めら

れると思うんですね。そういうことを具体的にここに入れていただいてもいいのかなと思

うんですが。普通の検診にプラスして認知症の検診を入れ、そこで早期発見していくとい

う、非常に素晴らしいものかなと思うんですが。 

田村部会長 

若くしても認知症になりますよね。 

下畑委員 

あります。若年性認知症というのが最近では多くなっているんですよ。 
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田村部会長 

かえって、高齢者ではなくて健康の中に入れてもらった方が。 

下畑委員 

そうですね。私も最近もの忘れ（笑）。 

事務局（山田総合政策室長） 

そういう取り組みについては福井市も、国や県に対しての要望なども、若年性認知症の

対策も含めてやっていますので、今言われるように 24番目などはこれから非常に問題に

なっていくところですから。 

下畑委員 

地域包括ケア推進室の方はいないんですかね。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

今日は私が代表して出させていただいております。 

田村部会長 

14 ページの話は一応これで止めておきます。よろしいでしょうか。まだありますか。 

平副部会長 

26 番と 27番と併せてお願いしたいんですが。６月に光陽、湊地区の方であった事件な

んですが、お母さんが亡くなっているのにお弁当がそのまま届けられていて。息子さんが

いて、実際に届け出なかったのは年金をあてにしておられたというケースで、大々的に報

じられていましたが。その子どもというのが障害を持たれているんです。 

最近このケースが非常に増えていると聞いています。だいたい要介護のお母さんを包括

センターが発見して。そうすると同居の息子さんがいる。その息子さんがきちんと障害者

手帳を持っていればいいんですが、ボーダーの方や持っていないという状況で、ずっと今

までお母さんなりお父さんが抱え込んできて、いざ認知症や体が弱って発見されるという

ケースが出てきています。 

この地域包括センターは、先ほどから話に出ていますように高齢者対象です。障害者の

方は委託相談事業所や基幹センターということで、ばらばらになっています。それを一体

的にできるようなシステムを、ぜひこれからの施策の中に位置づけていただきたいなと。

さらに言うと、先ほど子育ての子どもの部分も出てきましたので、総合的にお互いが連携

を取れるようなシステムができると非常にいいかなと思うんですが。今は本当にばらばら

なんですよ。 

これは特に、障がいの認定を受けていなければ、なかなか障がい福祉課は動きにくいと

いう状況もあると聞いていますので。でもそれは、入って手帳が取れるようにいろいろ指

導をするなり対策をしなければできないというのがあって。しかし包括さんとしては、そ

れは自分の仕事ではないということで、結局は宙に浮いてしまっているというような話も

聞きます。そういう総合的にやるようなシステムが必要ではないかなと思います。 

眞弓委員 

先ほど、自治体にお金がなくなって貧乏になると言っておきながら、こんなことを言う

と反対のことになるんですが。地域包括支援センター等の地域包括ケアの推進と書いてあ

りますが、もうすでに報道されていますように、福井県下でだいたい 3,000 ぐらいの入院

ベッドを減らすということになります。私はちょうど団塊の世代の真ん中、昭和 23年生
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まれですが、そうするとわれわれが死に絶える今後 20年ぐらいたたないと、どんどん病

気の人やお年寄りが絶対数として増えてくるんです。にもかかわらず、お金がないのでベ

ッドを減らすというかたちを取られますと、基本的に地域包括ケアが命綱になるんです。 

そういう意味では、今まで言っていたような包括ケアですととてもやれない。老々介護

あるいは一人暮らし、そういう人の在宅医療を本当にどうやってやりますかというような

ことです。ですからここはちょっと、市の方もかなり気合を入れて考えていただきたいな

と思います。 

家接委員 

地域包括ケア推進課は、長寿福祉課と介護保険課と組織を併せてそういう課ができたと

聞いていますが。私は地域包括センターと非常に接することが多いわけですが、地域包括

センターのやっていることが、私はどうしても理解できない部分が非常に多いんです。地

域包括ケア会議に私は何回か出ているのですが、１回きりでワークショップのようなかた

ちでやって、その後のフォローがまったくなしと。ただ皆さんから意見を聞くというか、

グループに分かれて話し合ってそれで終わりと。これから先はどうするんだという話はま

ったくなしです。 

それともう１つ。私は福井市内の介護関係の事業所を回っていますので、そこで運営会

議に出させてもらっています。ある介護訪問時の話で、高齢者の一人暮らしのごみの問題

が非常に多いらしいのです。ちょっと認知症になってしまってごみを出す日にちを忘れる

とか、歩行に困って出せない人がいると。そうすると事業所の方が持って帰る場合があっ

たり、近所の方が応援する場合もあったりと、いろいろパターンはあるらしいです。 

私が運営会議に出たとき、その事業所が面白いことを言っていました。奈良県のどこか

の行政では、高齢者のところを市役所が回るんだという話を、新聞記事を切り抜いて出し

ていました。それは無理だろうと、なかなか難しいと、私はそこでそういう意見を出した

んですが。そこへ包括ケアの職員が１人来ていましたので、この地域では自治会長さん、

福祉委員さん、民生委員さんが集まって包括ケア会議をやっていないのかと聞いたら、包

括会議はやっていませんと言うのです。 

その辺が、包括ケア推進ということで取り組まれていても、どこまでそういうことが進

んでいくかと。これからの高齢化が目に見えているんです。言葉でいきいきと安心して暮

らせるという環境をつくるんだと言われても、まったくそういうことが見えてこないんで

すよ。だから私は職員ともぶつかり合うことが非常に多いわけなんですが。目に見えた大

きな問題に向かって、ただ単に言われたとおり会合を１回きりやって、それで終わりにす

るのではなしに、これから先をどうするかということをいろいろ地域と話し合って、地域

に協力を求めるなら求めるということをやっていかなくてはなりません。地域との連携と

いう言葉を非常に使われますが、その辺をもうちょっと。 

地域包括センターの各事業所がいろいろと、基本的な方針は決まっているんでしょうけ

れども、やはり事業所の職員のやり方というのがまちまちじゃないかなと。福井市全体が

統一されていないのではないかなと。これのとおりですね。私は非常にそういうふうに感

じているんですよ。 

それからもう１つ。「高齢者の社会参加の促進」とひと言で書いてありますけれども、

これは敬老事業ですね。そう書いてありますけれども、この他に何か考えておられますか。

よろず茶屋なんかも１つですけれども。 

先ほどからいろいろと皆さん、これから高齢化時代を迎えて、お金もないし、高齢者は

健康を保っていきいきと生活をしなければいけないという言葉は身に染みて感じるんで
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すけど、私にとっては、具体性はまったく見えないと、それは１つも前に進んでいないと、

実際に現場にいてそう感じます。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

家接委員から温かい激励の言葉をありがとうございます。精いっぱい取り組んではいる

ところです。ただ、今ご指摘のように、ほやねっとも地域によっては、場所によっては温

度差があるのかなとも思います。 

先ほどからご紹介のように、今年度は地域包括ケア推進課というものを新たに組織して

つくりました。今までそういうものはなかったのですが、現在９つありますほやねっとに、

それぞれ担当職員を付けまして１年間ずっと見守るというか、随時出向いて行って一緒に

仕事をする、困ったことがあったら行政も後押しをするし、少し行き届かないところがあ

ったら行政の方から尻をたたくという体制を取っております。強化、充実をしていこうと

いうことで、そういう体制を取らせていただきまして、そういう動きをしております。 

それからもう１つ、高齢者の社会参加の話ですが、地区敬老事業のみならず、今いきい

き長寿よろず茶屋、いわゆる敬老会のような組織的なものではなく、もっと気楽にご近所

の方、ご近所ではなくてもお友達などに寄っていただいて、そこでいろいろなお話をして

いただいたり、運動していただいたり、囲碁や将棋をしていただいたりと、そういう活動

を市内随所でやっていただけるように制度上も拡充して、補助制度も大きくしております。 

支援はさせていただいております。ただ財政的な面、お金の面では、なかなか厳しい環

境もありますので、ご理解いただきたいと思います。そういった社会参加をしていただけ

るような体制づくり、雰囲気づくりは取り組んでいるところです。 

事務局（石川市民生活部次長） 

今、ごみの話が出ましたので。他の自治体におきましてはふれあい収集という名称で、

ごみ出しに困っている人、一定の条件にあてはまる方に対して、個別の収集、家まで取り

に行く、あるいは玄関先まで取りに行くという事業を行っているところも確かにございま

す。それぞれの自治体にいろいろな事情がございますので、そういったことも市民生活部

としては取り組んでいけるのかどうかと、どれぐらいの効果があるのかというようなこと

を、今研究をしているところです。今ただちにやるかというと、ここではお返事はできま

せんけれども、研究はしております。 

それから、焼却ごみの方ですが、今ボランティアさんにお願いして、ポイント制度とい

うようなことで、試しにごみ出しをご近所の方にボランティアで手伝っていただいて、そ

のボランティアの方にポイントを差し上げると。ポイントが貯まると何かと交換するとい

うような制度を１回やってみようかということで、地域包括ケアで取り組んでいるような

状況になっております。少しずつですけれども、改善に取り組むということはやっており

ますので、ご理解いただきたいと思います。 

田村部会長 

家接委員、よろしいですか。 

家接委員 

はい。 

田村部会長 

これをずっと見ますと、先ほど眞弓先生がおっしゃられたみたいに、本当に地域の人み

んなで助け合っていかないと、これからは住みよいまちというか、住みやすく環境を整え
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ていくというのは、自らしていかないと。 

高齢者も社会参加型を促進するということで、してくれるのを待っているのではなくて、

自分たちがもっと入っていってできるような体制をどのように、敬老会にしても企画の中

に入っていけるような、各地区でそういう取り組みをされているところはいいですが、み

んながしたところにちょんと乗っかってくるのはちょっと違うかなと思うので、そういう

主導権を握ってやってもらうというのも、これからはいいのではないかと思いました。本

当に地域の力というのが大切になってくるようなので。 

この辺のところで１度ちょっと振り返ります。23 では子どものこと、そして生涯にわ

たる健康のこと、そして生活ができなくなる以前のところでつかまえるという。それから

障がい者がどこにいるかの把握をしていくのは、民生委員などに任せるのではなくて地域

で出来る限り発見とか、給食を持って行ったときにあそこに障がい者がいたというような

情報を、収集できる場所が必要かなと思ったりして。 

それが包括支援センターであれば、その包括支援センターがどういうものかというのを

地域にわかってもらうという。ただ認知症になったからそこに行こうかな、ケアしてもら

いたいからそこというのではなくて、団塊の世代の高齢化に向けて、常日ごろ元気なとき

から、包括支援センターというものがこういうシステムであるということを知らしめると

いうか、わかってもらえるような体制をこの中でつくっていただきたい。これから団塊の

世代と、私も団塊の世代ですが、そのときに生まれたのがあれみたいにいわれるので、団

塊の世代があるからこれから大変になるんだといわれると、違うんじゃないかと思うんで

すけど。 

そういうことを自分たちもしていかなければいけませんが、高齢者になったら意外と企

画の中に入れてもらえないとか、なかなか入りにくいとかということになってくると弱く

なってきてしまうので、みんなでまちづくりをしていくというのはいろいろなところで、

この地域包括センターがこの 14 ページでは大切になってくるのではないかなと思います。 

子どももできるようになったらまたそれも連携してできるとか、そういうシステムをこ

の第七次の総合計画の中にうまく入れてもらえるといいかなと、今お話を聞かせていただ

いて思いました。それはちょっと違うとかいう意見がありましたら、お願いしたいと思い

ます。 

家接委員 

もう１つよろしいですか。先ほど質問させてもらった中で、地域包括ケア推進課をつく

ったこと自体は、これから先地域包括に重点を置かなくてはいけないということでつくら

れたんですよね（笑）。 

事務局（有田福祉保健部次長） 

そのとおりです。力も入れなくちゃいけません。国が打ち出した新しいシステム、地域

の支え合いで、一人暮らしの高齢者や要介護者を社会みんなで支えていこうというという

新しいシステムですので、それなんかも行政として力強く、勉強しながらバックアップし

なくてはいけないということでつくったところです。 

家接委員 

私は介護保険にちょっとあれなんですが、先ほど眞弓先生がおっしゃったとおり、介護

保険もこの先どんどん保険料が上がって、下手をするとやっていけるのかと。介護保険自

体がおかしくなってしまうのではないかと。これだけ高齢者がこれから増えて、認知症と

いう問題も新聞で大きく取り上げられたこともありますし、そういう時代になってくるの
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かという、そういう問題を非常に大きく考えています。 

先ほどから民生委員、福祉委員とかいろいろな委員の話が出ていますが、これは地域で

自治会の方から皆さんにお願いしてやってもらっている、ボランティアみたいなものです。

その人たちでこれから包括に関してのそういうことにボランティアとして取り組んでい

くのか。私はそういう問題ではなしに、地域として地域住民みんなが、これから高齢化と

いう時代を迎えるにあたって、問題を把握して地域で取り組む問題だと思います。 

だからその辺をいろいろなかたちで住民に周知すると。この地域包括支援センター自体

も、一般住民の方はそういう組織があるということを私は知らないんじゃないかと思いま

す。高齢化してきて、ちょっと見てもらわないとあかんのだ、ケアマネジャーに来てもら

わないとあかんのだと、そうなってくると徐々にわかってくることであって。民生委員さ

ん、福祉委員さんはわかりますよね、しかし一般住民はそういうことをわかっているかと。 

その辺もこれから高齢化を迎えるにあたってということで、日ごろからいろいろなかた

ちで市民の皆さんにわかってもらって、それでまたいろいろなかたちで地域の皆さんで、

皆さん見守ってほしいですよとか、そういうことをやっていってほしいと思います。 

市役所で私がちょっと見たのは、今、見守りネットワークをつくりましたね。いろいろ

な事業所、郵便局やＪＡなど、あれも非常にいいことだと思います。そういうことをもっ

と今のうちから市民の皆さんにわかってもらうようにどんどんやっていかないと、もう５

年先、10年先がどうなっていくんだろうということを非常に感じます。 

眞弓委員 

繰り返しになりますけど、地域包括ケア、例えば大都市でこれをやろうと思っても非常

に困難です。一方で、過疎地でやるのもこれもなかなか難しいです。福井市ぐらいのレベ

ルでこれができなければ、日本全国どこもできないという、そういうものかなとも思いま

す。そういう意味からもぜひ福井市、まさに日本のモデルのようなものを本気でいろいろ

お考えいただいて、やっていただきたいと思います。 

田村部会長 

委員の方からは地域包括センターに集中して、そこは年寄りしか行くところじゃないん

だという感じじゃなくて、若い人もそこに行けるような、そこへ行ったら私らも力になれ

るんだという、そういう体制がいいかなと。福井にしかできないとおっしゃったので、福

井だけでモデル。 

眞弓委員 

福井市ぐらいのレベルの都市、大きさ、人口密度それから人口構成、それぐらいが一番、

まだやれるとしたらやれるかなと。非常に難しいと思いますけどそう思いますので。福井

市でやれないようでは、全国どこもやれないんじゃないか。規模的な感じでは、人口構成

とか、地域性とかそういうものを考えたときに、福井市でこれがうまく働かなければ、日

本全国同じだという。 

家接委員 

１つ今まで経験したことですが、高齢化率 65％の限界集落の塊のところ、塊というと

地域の方に叱られてしまいますけど、そこで住民懇談会というものをやったんです。そこ

へは市の社協さん、包括支援センター、それから地域包括ケア推進課にも来てもらいまし

た。そこで住民に集まってもらって話をしたんですが、眞弓先生がおっしゃるとおり、こ

んなものいくらやっても先が見えていると。もう限界集落になってしまっているんだから、

今さら何をやれというんだと。 
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そう言わないで気持ちだけでも聞かせてほしいということで、いろいろな意見を聞いた

わけですが。住民は、もう先が見えていると。この先いくら頑張ってもどうすることもで

きないと。限界集落の塊というと悪いですが、そういうところへ行くとそうなってしまっ

ているのが現状です。もう少し先手を打っておくべきだったなと。おっしゃられるとおり、

本当にもう今から本腰を入れてやらないと非常に、５年先、10 年先が大変だなと感じま

した。 

田村部会長 

ありがとうございます。本当ですね。それこそ団塊の世代といったら大変になっていま

すので。14 ページは何か他にございませんか。今のところはよろしいですか。また後で

思い出したらお願いします。 

15 ページに行きます。「災害・事故に強い安全・安心なまちをつくる」です。これもよ

く叫ばれる言葉ですが、その中の施策として、「地域の防災力を高める」「火災等から人命

と財産を守る」、そして 30、31と続いています。この中でどこからでもいいと思いますの

で、何かご意見がございましたら。 

大学の方ではそういう防災みたいなことは、何か勉強といいますか。 

豊田委員 

私の体験ですが。福井大学に留学生の方が結構いらっしゃるんですけど、この間７月の

半ばごろに、福井市全体かどうかわからないんですけど、防災の訓練が行われたと思うん

です。それで一斉に朝通知が携帯電話に来たんです。そのときに、留学生の子が日本語を

十分に読めないということで、それを避難訓練ではなく本当に起こってしまったと思った

らしくて。 

かつ、避難場所がわからないということで、公園や学校など、たぶん日本に住んでいる

人は別に教えられていなくても常識でわかっていると思うんですけど、そこがわからなく

てすごく慌ててしまったという話を聞きました。通知が来るというそのシステムはすごく

いいと思うんですけど、そこに英語の表記だとかを加えると、さらに留学生の人たちにも

わかりやすいんじゃないかなと思います。 

田村部会長 

ありがとうございます。一斉メールが入りましたのでね。ずっといる人はわかりますけ

ど、本当にそうですね。経験とか防災で、何かご意見はございますか。今、全国で若い女

性があちらこちらで防災に取り組んでいるということを。あまり大きいのはご自分でも経

験されていないですもんね。私らの年代にならないとちょっとわからないのかもしれませ

んが。 

どうですか、眞弓先生、地域の防災力を高めるといっても。ここに書いてありますけど。 

眞弓委員 

このように書かざるを得ないのかなという。何となくＢ29を竹やりで落とすみたいに。 

下畑委員 

これはたぶん第六次も第七次もだいたい同じような感じかなと。地域の防災力を高める

んですが、自主防災組織のリーダー研修で、そういった方を対象に研究会も持っているん

ですが、一般市民の防災力のリーダー講座というのをあまり福井市はしてないです。特定

のところにばかり声を掛けて。その人たちも、俺は１回行ったから、もう２回目はいいよ

と譲り合いをしながら、そういった防災センターの講座に行っているところがありまして。
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自主防災組織に入っている方以外の方たちの防災力の啓発というところの広がりが、福井

市はあまりしてないです。 

今、県が防災士養成講座を年に３回やると。嶺北、丹南、嶺南で 100人ずつ、若干お金

はいりますけど、４年間で 1,200人の防災士をつくるという計画をやります。福井の場合

もそれに乗っかってやるべきだと思いますので、そういうところなどを含めながら、この

地域防災力を高める中に、防災知識を持った方たちを増やすということも、防災士養成講

座を利用してやっていくという観点もあれば。 

それは自主防災隊に入っていない方も当然対象にして声を掛けていくとしていかない

と、なかなか今の福井市がやっているのは広がっていかない感じがします。名前だけあっ

て、パーセントだけは高いんだけど、実際は実行力がないというのが現状ではないかとい

う気がします。その辺をもう少し見直してほしいというのがあります。今、危機管理室は

そういう情報をつかんでいますか。これは危機管理室になるんですね。 

事務局（高原総務部次長） 

委員さんがおっしゃった県の防災士養成講座のことは、今初めて知った次第でして。 

下畑委員 

まだ今、計画ですが、この方向に進んでいますので、またつかんでいただきたいと思い

ます。そういったこともまた七次の方にぜひ反映させてほしいと思いますけど。 

事務局（山田総合政策室長） 

自主防災のそういう組織の支援で、研修会の目標値として年間 2,000人ぐらいそれを受

講してもらおうとか、そういう目標値をつくりながらやってはきているんですけれども、

さらに専門的な知識をもらえるような県のそういうものがあるんだったら、その活用とい

うのも大事だろうと思います。 

下畑委員 

これがたぶん出てくると思うので。私のレベルでも聞いている話です。 

事務局（山田総合政策室長） 

危機管理の方は聞いていると思うんです。 

事務局（高原総務部次長） 

すみません。今、防災センターから、一応県が主催しているんですけれども、それの協

力ということで、今年３回自主防災組織とか市政広報等でご案内を差し上げて、そういう

講座があるということで広報はしているということです。 

下畑委員 

今のそれはたぶん防災リーダー研修会、防災士養成じゃなくて。 

事務局（高原総務部次長） 

防災士養成研修です。 

下畑委員 

もう広報はしていると。 

事務局（高原総務部次長） 

広報をしています。 
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田村部会長 

その他何かございませんでしょうか。なかなか、降りかからないとわからないというこ

となので。また大事なことなので。 

人命というこの中にも、やはり高齢者の人命とか、障害者の人命とかいうのも、前のと

ころで入っているんですか。これをどうするかという。 

家接委員 

これは要援護者支援という。 

田村部会長 

要援護者、どこかに入っていますか。 

家接委員 

そういうのが入っていませんね。 

田村部会長 

これはどこかに入れておかないと。大丈夫なんですかね。29 番の中には入らないんで

すか。皆さん、ちょっと。これは違うんでしょうか。これは消防署の体制ですか。 

事務局（高原総務部次長） 

確かに、おっしゃるようにここの施策の中にそういう言葉は入ってないんですけど、実

際の取り組みとして今、要介護者、要支援者に対する計画作りというのは進めているとこ

ろです。 

下畑委員 

第六次を見ると、危機管理体制の充実という中に災害時の要援護者の目標なんかも入っ

ていますよね。今回の第七次の中にはそういった危機管理体制の項目が入ってないから、

たぶん抜けちゃっているんだと思うんですけど。どこかの中に災害時要援護者も。 

田村部会長 

入れてほしいです。 

下畑委員 

入れないといけませんね。第六次はそれで目標も決めてやっていますので。 

田村部会長 

取り残されたみたいな。もちろん外国人も入ると思うから。 

下畑委員 

当然、それは２番の災害時の支援体制の充実の中に入るのかもしれません。たぶんそこ

に入っていくんでしょう。２番目のところに要援護者が入るんでしょう。 

眞弓委員 

地域の防災力を高めるというのは非常に大きなことなので、そんなに簡単にできないし、

またお金も非常に掛かると思うので、こういう書き方しか仕方がないのかなという気もす

るんですけど。非常に失礼な言い方をすれば、空襲で焼夷弾を落とされたときに、防空頭

巾をかぶってバケツリレーとモップで火を消すような、そういう自主防災組織を育成する

というようなぐらい。取り組みも含めて、これで何をする、どういうより高度なものをつ

くっていくんですかというのが見えないんですよ。そういうのがもうちょっとわかるよう
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にしていただくと、ああ、なるほどねという気がするんですけど。 

元は変わらずにそういう組織だけつくりますと。でもそこですることは、今申し上げた

ようなことで、誰が考えてもそんな火事を消せないような。その辺が、何をするつもりで

すかというのをもうちょっと明らかに。取り組みのところでもう少し出てくるのかもしれ

ないんですけど。 

事務局（山田総合政策室長） 

ここに書いてある地域の防災力を高めるということの地域という意味が、そこの地域と

いうのではなくて、広い福井市全体のという意味でも捉えているので、そういうところで

福井市の防災計画を作ってやっていくと。それをどんどん見直してより高度な防災計画を

作って、初期のそういう体制を整えるというような意味です。この地域という言葉は、福

井市全体もかぶっているような話になっていますので、ちょっとわかりにくいかもしれま

せん。 

田村部会長 

先生がおっしゃったみたいに、防災力を高めるのは地域力も高まっていかないと駄目だ

と思うと、地域力が高まって自然に地域のきちんとコミュニティーになってくれば、防災

力も高まってくるというので、市全体が上がってくるのかなと思います。そこのところを。 

下畑委員 

これは地域の防災力で、地域防災計画の見直しでもう出しましたけど、今、各地区に避

難所マニュアルを全部出してもらってやっています。それが終わると、次の方向としては

地区防災計画の作成というのが、たぶん避難所マニュアルが終わった後で出てくる話で、

今後５年間のその中には、地区防災計画の作成というのが当然出てくるんだと思うんです。

それが地域力で、自分たちで自分たちのまちをどう守っていくのかというマップを作った

り、そういったことも出てきます。 

そういったものも見据えながら、地域と地区の使い分けをしながら、ここで言う地域が

福井市もはらむのであれば、わが地区の防災力ということもやはり付け加えて。この５年

間の中で絶対に出てきますし、今は表立っていませんけど、たぶん危機管理室も避難所マ

ニュアルが終われば、次に地区防災計画というのは頭の中にあると思いますので、それも

先を見越して書いてほしいなという気はします。 

事務局（山田総合政策室長） 

ここに関してもう１点だけ。そういうきめ細かな体制、地区でも体制をつくるというこ

とでやるのと、もう１つ都市自体を強靱化していくという話も一方であって、そういう国

の動きもあって、うちもそういう、道路は本当に安全なのか、そういう地域の強靱化とい

う計画も作っていきたいなと思っています。そういうものもどこかで、ここに書くのかも

う少し大きい話として書くのかは別にして、そもそもの都市の本当の安全を確保するとい

うようなことも考えていきたいと思います。 

下畑委員 

今の山田室長のお話であれば、他に項目がなければ当然ここに書くのかなと。 

事務局（山田総合政策室長） 

インフラとも絡むので。 
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下畑委員 

インフラとも絡む、そうですね。 

事務局（山田総合政策室長） 

そういう方向で書くのか、そういうちゃんと、本当の意味での安全を確保するきめ細か

な、もし災害が起きた場合の避難体制とかそういうのを、きめ細かなレベルでもやってい

くということは考えていきたいです。 

下畑委員 

何回もすみません。もう１つ、火災です。今日は消防局もいらっしゃるんですけれども、

火災が起きる原因の１つが電気の関係だと。自分で火災が起きないようにいくら気を付け

ても、電気の関係で火災が起きる可能性があるというのはちょっと怖い話かと思うんです

が、その辺の啓発、火災から人命と財産を守るという意味では、それはどういう関係で火

災になるのかちょっと説明してほしいと思います。 

事務局（伊井消防局次長） 

電気関係につきましては、素人工事というのは最近少なくなっているんですけれども、

製品から出るという火災も多くなってきているんです。また、製品自体を長く使って、コ

ードなんかをいつも見えないところに置いて接続していると、ほこりがたまって発火する

というような事案が多いようでございます。昔みたいに、配線をどんどん打ち付けて自分

で配線するようなことはないような時代になっています。 

下畑委員 

この前も消防局から資料をもらいましたけど、上半期で 35 件火災があって、だいたい

５日に１件はあるんです。35 件のうち７件が電気関係で、火災の原因を見ると一番多い

んです。いくら火災に気を付けようと思ってやっても、特に高齢者の家庭が多いかなと思

うんですが、漏電だとかコンセントのほこりだとか、そういうところまでなかなか気を使

ってないので、そこから寝ている間に火事になったら怖いなと思うんですけど。その辺の

啓発というのはどうしているんですか。 

事務局（伊井消防局次長） 

 消防局では一応防火診断というものをやっています。住宅防火というものを重点的に見

まして、火災につきましてはだいたい年間 63件ぐらいで、そのうちの約 50％が住宅火災

となっています。ですから住宅火災を軽減するということで、１つ目的を持ってやってお

ります。 

それに対応して、防火診断や防火教室といったものをやっています。防火診断につきま

しては、消防団もしくは職員と一緒に、それから地域の婦人防火クラブ等々を利用ながら、

一軒一軒聞き取りに歩いているような状況ですので、こういった取り組みは変えないでそ

のまま継続していきたいです。実際問題住宅火災も減ってきております。火災件数も、今

から 10 年、20年前から見ますと半分以下に落ち着いています。そういったことから考え

ると、この施策のそういった方向性は合っていると思うので、七次の中でも続けようと思

っています。 

もう１ついいですか。広報的なものとしては、先ほど防火訪問にありましたけれども、

春秋と火災予防運動週間というものがありまして重点的に、例えば委員さんが言われまし

たとおりに、電気であれば電気のポイントを押さえながら、消防団と一緒に住宅を回って

ポイントを伝えるという診断をやっております。 
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田村部会長 

他は何かございませんでしょうか。防火、防災。地震の耐震を検査する人みたいに、住

宅も防火でどうかという検査士みたいな方にみんなで、火災もそういう具合に回っている

ということですね。他にございませんでしょうか。 

次、30 番の防犯に行ってよろしいですか。防犯のところで何かお気付きのことはござ

いませんか。若い女性の方は大丈夫ですか。内藤さん。一人住まいですか。そうじゃない。 

内藤委員 

１人ですね。 

田村部会長 

大丈夫ですか。 

内藤委員 

大丈夫。 

下畑委員 

私は、地域の防犯力向上の中に、最近問題になっている空き家の問題もここに付け加え

ておいてはどうかと思います。空き家がやはり増えてきているという認識です。この中に

は特定空き家、危険空き家があって、防犯としても誰が住むかわからないというのがあり

ますし。福井市も今、当然空き家対策はしなきゃいけないので、どこに空き家が入るのか

わかりませんが、空き家という言葉も入れてほしいなと思います。その辺はどうですか。 

田村部会長 

火災の方でも。 

下畑委員 

火災の方でも危ないです。空き家から火災ということも、台風のときに危ないというこ

ともありますし、これから防災、防犯の中に空き家も入れてほしいと思います。 

田村部会長 

まだまだ福井市では空き家が増えるんですか。 

下畑委員 

これは危機管理室で。 

事務局（山田総合政策室長） 

空き家というのは、危険空き家とか特定空き家という問題の空き家と、空き家がどんど

ん増えていってそれを有効活用していくという、二通りの空き家問題があります。防犯力

を高めるというところでの空き家は、そういう危ない空き家をできるだけ減らしていく。

もう１つの空き家は、そういう空き家になったところをうまく活用して外から人に来ても

らうとか、そういう観点でも考えていくということで。 

第１部会でも空き家は１つのキーワードになっています。それは活用という意味ですけ

ど。 

下畑委員 

活用でね。 
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田村部会長 

こっちは危ない方ですね。 

下畑委員 

危ない方です。防犯としては危ない方の空き家も増えますから。そっちの方がまだお金

もかかる話でもあり、一番身近に危険だといわれる空き家というのはそういうところです。

一番相談が多いところはそういうところですので、そこの対策を項目としては入れてほし

いと思います。どうでしょう。 

田村部会長 

どうですか、委員の皆さん。入れておいてほしいですね。 

31 番ではどうでしょう、「交通安全対策を推進する」と。「交通安全の指導・啓発」「高

齢者の交通事故防止」。交通安全の普及啓発事業を六次でもやっている、いまだにずっと

やっています。これこそますます高齢者が増えるということでなっています。ということ

で安全なまちをつくる。 

信号なんかはどうなんでしょう。今、自動車と歩行者と青になったら一緒にぴゅっと入

るのがほとんどですけど、そういうのは対策が違うんですか。今日なんかも、信号に矢印

がついていたのが同じ矢印で、右折はこう行ってここに道があって入るのと、こっちの左

折とでここで出合う、事故があって発見されたというのが出ていましたが。交通マナーの

前に、そういう信号機の取り付けの悪いところとか、横断歩道と、歩行者は青になったら

すぐに歩行者は歩きますので、そうすると車も青になるので一緒に車も行くとか、そうい

うことは何か考えてないんでしょうか。時間差でちょっとずらすとか。どこかにあるんで

すか。 

事務局（山田総合政策室長） 

例えばすごく人がよく歩くところなんかは、全部車を止めて歩行者だけを青にして歩い

てもらうというところは幾つかあります。そんなのは交通量とのバランスですけど、人の

流れが多いところはそういう信号のつくり方も、警察、公安の方がやっています。そんな

のも増えていくんだろうと思います。 

田村部会長 

まだまだこの矢印の信号に慣れてなくて、赤になって矢印になっていても進まないとか、

ぴゅっと行ってしまうとかいうのがしょっちゅうあるので。 

事務局（山田総合政策室長） 

フェニックス通りなんかは結構そういう信号の仕方ですね。 

田村部会長 

そのような周知は、その場に行かないとわからないですから、先に回覧板で知らせると

か、どこかの敬老会で話をするとか。そういうのは意外と、あ、ここへ来た、ここの信号

はこんなふうになっているんだとわからずに、何とかマークを付けた人でもぴゅっと行っ

てしまうんですが。 

眞弓委員 

大学の前がそうなっています。人車分離型で、青になるときに先に人の渡る方だけが青

になる。しばらくしたらそっちは赤になって、今度は車の方が青になるという。ただ、そ

れは非常にいいんですけど、特に自転車は歩行者が青のときに渡るんですよ。それって実
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は違反だろうと思うんだけど、それの方が安全なんです。安全性からいうと私はあれの方

がいいと思っているんですけど、法規上はたぶん違反だと思うんです。車の信号が青のと

きしか自転車は行けないはずです。だからその辺はかなり法的にも矛盾があるのかと思う

んですけど。たぶん安全性は、今学生さんたちがやっているみたいに、歩道が青のときに

自転車も一緒に行った方が危なくないです。 

田村部会長 

自転車は引っ張って渡らないとあかんのですよね。 

下畑委員 

引っ張って渡らないと。 

田村部会長 

乗ったら駄目ですよね。そこら辺の。あまり高齢者ばかりが悪いんじゃないので。高齢

者は交通の集会があるたびに、講演とかいろいろなことを聞いておられるので。 

下畑委員 

高齢者の交通事故防止の中に、１つは高齢者の免許証自主返納、年がいったら免許証を

返した方がいいんじゃないかというのがあるんですが。あれはその人によりますけど、免

許証を返した途端に体が弱ってしまったという人も中にはいらっしゃって、行くところが

なくなってしまってずっと家にいるという人もいて、もう危なくても車に乗るんだという

人もいる。その辺が非常に福井は自動車王国、公共交通が隅々まで行き渡っていないので、

高齢者が交通事故を起こしている中で、免許証返納というところが課題の１つでしょう。

どんなふうに思っているかはまた。 

田村部会長 

福井市は何もないんですね。 

下畑委員 

返納してそのメリットが。 

田村部会長 

住基の何かが 500円助かるんですか。 

下畑委員 

多少はあるんですけれども、それほど、都会みたいに公共交通が全部ただということに

はならないんです。 

事務局（石川市民生活部次長） 

確かに、今高齢者の安全ということで、高齢者の免許返納をお願いしています。非常に

高齢者の事故が多くなってまいりましたので、最近特に力を入れてやっております。ちな

みに特典というのは、例えばタクシーのチケットをお渡しするとか、バスのチケットをお

渡しするというのは一応あると思うんですが、福井市の場合今のところは返納によって抽

選ですが特産品が当たると。 

下畑委員 

抽選で。 
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事務局（石川市民生活部次長） 

反射材をお渡しするとか、そういうことです。先ほど田村委員さんがおっしゃった、運

転免許返納をしたときの１つは、住基カードを作りますというのがあるんですが、今住基

カードの制度も変わりまして、10月から個人番号、マイナンバーということになるので、

まず 10 月から通知カードを順次発送します。市役所から発送するわけではないんですが、

国の機関から発送します。１月からはマイナンバーカードの申請を受け付けるとなってく

るので、ここに書いてはありますが、あんまり大きい声でＰＲはしていません。 

ただ、同時にこういった高齢者返納のサポート制度ということで、こちらもご案内させ

ていただいています。直接やっているのはこれだけのことなんですが、さらに他にもいろ

いろと特典としまして、決して返納者に限ってではないものもたくさんありますが、75

歳以上の高齢者はタクシーが１割引になるこういった会社がありますとか、こういったも

のはいろいろとご案内をさせていただいております。 

他の自治体ですと、タクシーチケットやバスのチケットを配付している自治体もありま

すが、福井市ではやっていないです。返納実績としまして、今年度７月 30 日現在ですが

30 件の返納があります。返納のご相談として、福井市の私どもの窓口にも時々免許証を

持っていらっしゃって、まちづくり・国際課の交通の係にお尋ねいただいている状況です。 

家接委員 

高齢者が車を利用するというのは、もう自分の足になっていまして、特にこういう本当

のまちの中だったらまだいいのかもわかりませんが、ちょっと交通の便の悪いところへ行

ったら、本当に車がなくては生活ができないという高齢者が非常に多いと思うんです。 

ちょっとお聞きしたいんですが、どこでもすまいるバスがありますよね。あれの利用率

は実際いいんでしょうか。免許証を返納して、あとはバスに乗って行くのかというと、そ

ういう人は少ないんですよ。利用率が少なくて取りやめないといけないようなところが出

てくるんじゃないかなと、そういう感じも受けるんですが、その辺はいかがですか。 

事務局（山田総合政策室長） 

まちなかのすまいるバスというのは今４系統で回っていて、だいたい 30 分で１周、中

心部に来てもらうお客さんのためというのもあって、だいたい東西南北で４系統でやって

います。利用者数はそんなに落ちてないと思います。年齢構成はわかりませんけど、いろ

いろな方が乗っておられるということで。郊外部の人たちには使えないので、また別の地

域コミュニティーバスとかがありますけれども、すまいるバスについては非常に有効なお

年寄りなどの交通手段になっていると思いますので、引き続きまた。 

家接委員 

すみません、すまいるバスじゃない。 

事務局（山田総合政策室長） 

地域コミュニティーバス、こっちの方ですね。 

家接委員 

コミュニティーバスです。 

事務局（山田総合政策室長） 

あれはいろいろありますね。なかなか人が乗ってくれないので、そういうバスは走らせ

ることはできないので、デマンドにしたり、いろいろあります。何かあったときに電話を
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かけてもらって行くとか。予約制です。それでも結構社会実験的なもので、うちの方もで

きるだけ応援するという意味でやってはいるんですけど、なかなか乗らないと、やはりず

っと続けると採算の問題もあります。重要な足だと思いますので、そういうものもできる

だけその辺は頑張っているつもりです。 

事務局（伊井消防局次長） 

消防局ですが、よろしいですか。 

先ほど火災等から人命と財産を守るという中で、人命というと高齢者も入ってくるとい

うことで、もちろん先ほどの住宅防火診断というかたちで一人暮らしの老人宅も回ってい

るわけですが、自治会型デイホームというものを活用しまして、社会福祉協議会と連携し

たかたちになっていますが、防火とそれから安全管理に対する防火教室を行っております。

平成 16 年ぐらいから始めておりますので、それも七次の中では続けていきたいなと思っ

ております。以上でございます。 

田村部会長 

ありがとうございました。その他何かお気付きのことはございませんでしょうか。 

耳が遠くても運転はできるんですか、ちょっと聞こえにくくなっても運転はできるんで

すね。 

事務局（石川市民生活部次長） 

できます。 

田村部会長 

今、車は性能がいいので、音もあんまり聞こえないし、すっと近づいてきて高齢者の人

にどんと当たったりするかなと。これからますます環境で音の静かな車が出てきたりする

と、ますます高齢者、道が歩道と車道にきちんと分かれているところであればいいですけ

ど、ちょっと横切ったりするときには、水素の車が出るとか電気自動車とかだんだんそう

いう具合になってくると音が小さい。今でもだいぶ静かな車だとわからないということで、

高齢者がちょっと遠くなると聞こえないんじゃないかなと思うんです。 

事務局（山田総合政策室長） 

安全対策で、逆に音を出すようにはしています。 

田村部会長 

音を出すようにする。 

事務局（石川市民生活部次長） 

そういうことで車の性能もいろいろ考えているところなので、数年後には今の衝突防止

機能を標準装備にするよう国交省の働き掛けがありますので、そういった人を管理するこ

とも含めて、だんだん安全性は向上していくと思います。 

高齢者、歩行者、子どもさんなどいわゆる交通弱者の方もそうですし、車の方、それぞ

れ両方がそれぞれにできることをやっていくということが大事だと考えているので、そう

いった啓発も含めてやっていきたいと思います。組織的に交通安全の方はたくさんの組織

がございまして、そういった中でいろいろな啓発活動なり、交通の指導もお願いしていま

すので、今後とも交通安全にしっかり取り組んでいきたいと思っています。よろしくお願

いします。 

 



第２部会（第２回） 

 

- 26 - 

田村部会長 

車だけではなくて自転車も。 

事務局（石川市民生活部次長） 

今、自転車も法令が変わりましたので、警察の方と、うちの交通指導と、うちの係も一

緒に街頭に出て、チェック表を見て、例えば雨がちょっと降っているから傘を差している

のはバツというようなことで、そういう方を止めて、こういうことで法令が変わりました

と指導するような活動も先般行っております。 

田村部会長 

車に乗るなというと自転車に乗りますから、自転車でも人を死に導いてしまうので。 

下畑委員 

昨日勝山の方に行ったんですけど、子どもたちが自転車に乗るときにみんなヘルメット

をかぶっていました。聞いたら、永平寺もみんなヘルメットをかぶっているんだけど、福

井市ぐらいですか、子どもがヘルメットをかぶらずにずっと走り回っているというのは。

夏の暑いときでも子どもたちはみんなヘルメットをかぶってということを、しっかり啓発

して実践しているみたいですが、なかなか福井市はこれが進まないですね。その辺も交通

安全対策としてはヘルメットを。 

田村部会長 

高齢者もかぶらないといけない。 

下畑委員 

子どもたちもかぶらないといけない。 

西川委員 

高校生や中学生でも雨が降ったら傘を差して乗っている。そういうのに出合うとね。 

下畑委員 

ああいうのは危ないでしょう。携帯電話を持ってやっているでしょう。 

西川委員 

そう。 

下畑委員 

ヘッドホンとか。 

事務局（石川市民生活部次長） 

今はみんな全部違反になります。 

下畑委員 

違反になるでしょう。 

西川委員 

携帯電話を持って、何で自転車の運転をするんだと思う。 

下畑委員 

子どものヘルメットは違反になるでしょう、あれは。あ、子どもに違反はない。 
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事務局（石川市民生活部次長） 

義務はないです。今の携帯電話だけではなくて、音楽を聞いている方もいらっしゃる。

それもやはり注意喚起をしています。 

内藤委員 

あと、ワイヤレスとかになると、もうわからなくなるじゃないですか。 

田村部会長 

聞こえないんですか、はめていると。 

内藤委員 

こういうコードがないやつが今、ワイヤレスがあるんですけど、あれをやるともう抜け

ていけるんです。 

事務局（石川市民生活部次長） 

わからないんです。 

下畑委員 

抜け道になっちゃうんですか。 

内藤委員 

ワイヤレスをやっていると。 

下畑委員 

ないからわからない。 

内藤委員 

はい。隠せちゃうので。 

田村部会長 

わからないんだ。 

事務局（石川市民生活部次長） 

わかりません。補聴器だと言っている方もいらっしゃいますけど（笑）。 

下畑委員 

抜け道があるんだ。 

家接委員 

小学校なんかで通学時間に見守りをされている、ああいうものの指導はされているんで

すか、ボランティアの方に。 

事務局（石川市民生活部次長） 

地域の交通の方ですね。そういう方が出ておられたり、地域によってはそうじゃない、

見守り隊みたいな組織といいますかグループをつくっていただいて、子どもさんの見守り

をしていただいています。 

家接委員 

ほとんど交差点に立っておられる方が非常に多いので、何か交通関係のそういうことも

少し関連してくるのかなと。 
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事務局（石川市民生活部次長） 

見守り隊はどちらかというと子どもたちの安全ということで、そこに立っておられるこ

とで、やはり子どもさんより背が高いですから、車を運転している方の注意を引くという

こともありますし、見守り隊の方は通学してくる子どもさんらに声を掛けてという活動も

していただいていますので、そういう意味ではいろいろ交通安全を含めて活動していただ

いています。 

 

３. まとめ 

田村部会長 

ありがとうございました。もう他にございませんでしょうか。今日は 14ページ、15 ペ

ージと行きまして、14 ページを振り返りますと、23 番のところでは、眞弓委員から向上

させという文言のところを、もうちょっと何か含めてとか、いろいろな言葉でしてほしい

と。それから放課後児童会と児童クラブの運営のことで、何かうまくいけるようなことを

七次では考えてほしいとか。 

24 番のところでは、認知症という文言を入れてほしいという意見がありました。25 番

のところでは、生活困窮者手前でどういう具合にして見つけるかというところを考えてほ

しいと。26 番のところでは、障害者と地域との関係で、障害者のいる家庭の、内容まで

はあれですけど、見つけるというかそういうことも心掛けるようなことが、この事業の中

に入ってくるといいのではないか。 

27 番のところでは、一番これから環境でごみが問題になるので、ごみのことでもいろ

いろなことをやってもらっていますが、介護が必要な人や認知症が入って来たときに、ご

みの始末やそういうものをどうしたらいいか。地域包括センターがこれから重要な役目を

果たすのではないだろうかというのが主な意見でありました。その他落ちていること、こ

れだけは絶対入れてほしいということがありましたら。再度何かありましたらお願いしま

す。 

15 ページでは防災力を高めるということで、これは地域だけでなく、地区を含めた地

域のことなので、地区のいろいろな取り組みの中でも、この文言を何か考えてくださると

いいんではなかろうかという意見もございました。 

29 番の中では、高齢者のことも入っているとは思いますが、何とかこういうところで

入れてほしい。そして火災の予防のところでは、製品から出る火災とかそういうことは、

これは消費者団体の方でも何かやっていると思うんです。製品に関してはいろいろなリコ

ールなんかもホームページを見るとずっと出ておりますので、そういったこともやってい

るんじゃないかと思いますが、重点的に春秋と取り組んでいるというような、何か周知の

方法がもっとあるといいのではないかという意見でした。 

30 番の防犯力のところでは、活用ではない方の空き家対策に取り組む文言を中に入れ

てくださるといいのではないか。交通安全対策のところでは、文句として意識啓発という

けれどなかなか難しいので、自転車も車ももう少し具体的に交通安全の指導啓発というか

たちで、この中でいろいろな事業をまたぶら下げてほしいという意見が出ております。 

高齢者の交通事故ということで、バスに乗る、でもバスの不便なところは、朝お医者さ

んに行くのでも、若い人に乗せていってもらうからと７時ごろから病院にいます。そんな

ことを考えると、やっぱり公共交通は大切だということはつくづく皆さんの意見の中から

思いました。その辺のところをうまく入れてほしいという意見が出たと思っています。 
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いかがなもんでしょう。前回のところで出た皆さんの意見を集約してこの中に入ってい

るのでということなので、間違いなく皆さんの意見は取り入れられていると思っています。 

平副部会長 

15 ページなのか、どこへ入れるかちょっと思い付かなくて悩んでいるんですが。地域

の防災とか地域の防犯、これはそのときじゃなく日常的な人間関係とかコミュニケーショ

ン、それがあってこそいざというときに声掛け合えるということがあるので、その部分の

日常的関わりをもっと深くしてほしいという、何かそういう施策が。 

田村部会長 

そういうものはどこかに。先ほど眞弓先生がおっしゃったみたいに、地域力を高めてい

けばこういう問題は常に起こらないので。 

平副部会長 

福井もマンションとかそういうのも増えていますし、そういうのが地域となじみ合うよ

うなそういう対策も必要だと思います。 

田村部会長 

他の部会でもそういう話が出ておりましたら、また調整会議がありますので、いろいろ

なことをここのところから持って行けるんじゃないかと思います。また次回までに、何か

ということでございましたら。 

下畑委員 

たぶんそれは今、自治会加入率がどんどん落ちていますので、その影響も。 

田村部会長 

ということが今回の意見の大まかなことですが、このようなことを控えていただいてい

ますので、また何か事務局からございましたらお願いします。今後の予定でも何かござい

ましたらお願いします。 

事務局（山田総合政策室長） 

今日いろいろ貴重なご意見を頂いたと思っています。１回目の部会でのご意見と今日の

ご意見を踏まえて、一番最初にも言いましたが、調整会議という、その前に部会長、副部

会長とお話しして、この辺はどのように直していくかという話はまたさせてもらって、そ

れを調整会議に諮って、いろいろどちらの部会でも言っていることがありますので、その

辺を調整していこうかと思っています。 

それを整理させていただいた上で、今度第２回目の審議会を 10月 26日に予定していま

す。そこで、それぞれの部会で考えている方向性みたいなものを、調整した部分も含めて

部会長からお話ししていただいた上で、また全体のご議論を１回していただきたいと。そ

れを受けて、今度本格的に総合計画をどのように直すかというのをやらせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。そのような段取りでございます。 

今日出たご意見以外でも、あと気が付いたご意見等があれば、事務局に言っていただけ

れば、また整理しまして部会長とも相談させていただきますので、よろしくお願いします。

私からは以上でございます。 

田村部会長 

ありがとうございました。今度調整会議がございますので、そのときにまちづくりなど

でダブるところが出てくると思いますので、他の部会長、副部会長とすり合わせをしてい
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きたなと思います。それをまた行政の方にかけてもらってということで、今のことでよろ

しいでしょうか。そのすり合わせるところは副部会長と私に一任いただけますでしょうか。

ありがとうございます。今ほど言われました 10月 26日でしたね、今度。 

 

４. 閉会 

司  会 

日程の確認とお願いを２点お願いします。今ほど室長から言いましたが、第２回の審議

会、全体会ですが 10 月 26 日月曜日 10 時から開催させていただきます。すでに出席の依

頼は発送していますが、アオッサの６階で開催いたしますので、日程確保をよろしくお願

いします。 

もう１点につきましては、この部会の第３回目ですが、本日机の上に日程調整の紙を置

かせていただいております。今ご記入いただけます方は、ご記入いただきまして机の上に

置いて帰っていただきたいと思います。今ご記入いただけない方につきましては、お帰り

になってからで結構ですので、後日ファクス等でご連絡いただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

田村部会長 

ありがとうございました。もうその他に事務局からはございませんか。暑い中お集まり

いただきまして、本日は本当にありがとうございました。いっぱい思っている意見をおっ

しゃっていただきました。今日足りないところは、まだあと１回残っておりますので、も

うちょっと細かく中へ入っていけるかなと思っております。 

皆さんに意見を頂いておりまして、時間が２時間で本当に足りないぐらいです。また細

かいことをご自宅の方でもういっぺん見直ししていただきまして、その中でこれだけはと

いう意見はまた室長の方へ連絡を入れていただいて、手直ししてまた出来上がってくると

思います。その点、またよろしくお願いいたしまして、今日はこれで終わりにさせていた

だきたいと思います。本当に皆様、ありがとうございました。 
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